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　『民族とナショナリズム』の原著は Nations and Nationalism（Cornell 









































































































































































































































































































































































































































































































地球時代の哲学─池田大作先生の理念と行動─ （ 31 ）
ほどあれば，安全保障の技術で通用する力を付けることができます。金融工
学の技術には，数学の基礎力さえあれば１年で通用することができる。しか
し，人間がどういう生き物か，人間の心の機微や心の襞（ひだ），こういっ
たことを分かるようになるには，５年経っても 10 年経ってもまだまだかか
ります。
　それから，自分にとってのきちんとした足場──これは宗教でも構いませ
んし，特定の思想でもいいですが，しかし本物でないといけません──そこ
をきちんと持っていくところから，先から言うように存在論的な形で平和を
維持することができるようになると思います。ですから，平和を維持すると
言っても，自衛官の家庭と，あるいは大学教授の家庭，新聞配達員の家庭，
農家の家庭，小さな町工場をやっている家庭，そこの労働者の家庭とで，一
つ一つ置かれている状況が違ってくると，その家庭その人にとっての平和も
違ってくるのです。ですから，実はこれは一般論として論じられない問題で
す。その一般論で論じられない問題の中での基礎体力をつけるためには，信
仰の力が大切なのではないかと思っています。
学生一同　今日は本当にありがとうございました。

